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概要

79 

医療系の高等教育機関における医学用語という教科の位置付けを調査するために，医療秘書科をもつ学校を対

象として医学用語教育に関するアンケート調査を行った。

調査の結果，医療秘書を養成するためには，医学用語は重要な科目として認識されているが，教育上の問題点

として，①医学用語教育がまだ教育体系として確立していない，②教育目標が標準的に設定されていない，③現

場の影押を受けやすい，④教育者自身の熟練度の問題，などがあげられた。

本報では， 「医療秘書は医師の秘書である」という前提のもとに，教育現場の立場から，①基礎をしつかりと

押さえ，応用力をつけることのできる教材の開発の必要性，②教員が languageを教えるという認識をもち，
英語・医学・医療現場の用語使用法についてのバランスのとれた知識をもつこと，③理解カ ・応用力の養成のた

めに，医学用語教育を trainingに止めず educationにまで高めるという認識を教員かもつ必要性，を確認し
た。

1. はじめに

我々は，川崎医療短期大学における医学用語

教育のための研究の一環として，医学用語の使

用状況の実態を把握するために，診療銀を中心

に，そこに使われている用語の分析や略語の調

査等を行い，診療録の英語 (I)~ （W)とし

て報告してき た1)-4)。そして，その結果，現場の

ニーズに合った医学用語教育のためには，一般

英語 ・医学用語（英語 ・日本語）のバランスの

とれた教育が必要であることか明らかになった。

ここで，我々は，診療録の英語からスター ト

した研究をさらに発展させ，今後の研究には教

育の方向から見るという こと に重点を置〈こと

にした。これは，医療系の学校において「医学

用語」という教科の位置付けが実際にはどうな

っているのかという疑問に行き着いたからであ

る。未だ医学用語教育についての全国的な調査

は行われていない。本学では，初めて医療秘書

科において 「医学用語」を独立した教科として

カリキュラムの中に取り 入れ，専門教育の中の

医学基礎教科の一つとしている。医師の補佐を

行う医療秘書の養成に，医学用語教育が，他校

ではどのような位置をしめているかに，我々は
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関心をも った。そこで，医療秘書科における医

学用語教育の実態を調べるために，アンケート

調査を行ったのて，その結果に考察を加えて報

告する。なお，本研究は，昨年までの「診療録

の英語」と題する一連のシリーズ研究をふまえ

たものであるので，ここでの「医学用語」は英

語での医学用語を対象としている。

2. 調査対象及び方法

(1) 対象

現在，医療秘書科を標榜する学科を持つ学校

は，短大認可学科を持つ本学を除くとすべてが

専門学校で， 「医療秘書教育全国協議会」及び

「日本医療教育財団」の加盟校， また非加盟校

を加えると，約160校程存在すると推定される。

高橋が1985年に調査した時点では約60校であっ

たのだから列かなりの勢いで学校数か増加して

いるといえる。高橋は，このように医療秘書専

門学校が急激に増加した理由を，一般社会の高

学歴化，及び病院の勤務者が高学歴者の集団で

あり ，そこに勤務する事務職員においても専門

的な知識があるほうが望ましいと考えられるよ

うになったためであると述べている叫

しかし，文部省に認可された学科をもつ短期

大学は，本学のみであり，他はすべて専門学校

である。専門学校については，設置基準が短期

大学ほど厳密ではなく，教科についてもある程

度各学校にまかされていて統一性がない6)状態で

ある。

このように，専門学校医療秘書科は，急激に

増加して「非常に大きな教育集団」叫こなってい

るし， また設置基準が緩やかであるため，学校

数や名称が明確にはわからない状態である。そ

こで，進学雑誌進学指導書などを参考に，医

療秘書科をもつ専門学校をリストア ソプし，そ

の中で，調査対象として，住所のは っきりとし

ているもの，本学医療秘書科及び医療秘書科を

もつ専門学校118校を対象に選んだ7)-10¥

また， カリキュラムに関する ことと同時に，

教科内容についても調査することとし，対象者

として以下の 3者を選んだ。すなわち，各学校

の医療秘書科教務主任；医学用語担当教員 ；英

語担当教員 （一般教養の中で，医学用語を教え

ている場合）の3者である。

(2) 実施期間

平成2年6月18日～平成2年 7月23日

(3) 方法

各学校の医療秘書科教務主任ヘアンケート用

紙を郵送し，教務主任及び担当教貝の記入後，

返送してもら った。

(4) 調査の内容

l)教務主任宛

a)医学用語について専門の教科として教

育しているか。

b)医学用語教育に対する今後の展望。

2)医学用語担当教員宛

a)講座名，時間数，履修学年，必修 ・選

択の別，教員の専門分野，常勤 ・非常勤

の別。

b)使用テキスト 。

C)副教材及び教授法。

d)到達目標の設定と，実際の到達度，そ

の評価方法等。

e)教育上の問題点等。

3)英語担当教員宛

2)と同じ。

(5) 回収率

119校にあてて発送した内，返送されてきた回

答は， 30校分である。 （回収率25.2%)

3.結果及び考察

(1) 教務主任宛アンケート

「医学用語 ・医療関係用語 （特に英語）につ

いて専門的な教育をしているか」という問いに

対しては表 1のような結果となった。専門の独

表 1 「医学用語・医療関係用語（特に英語）」の教授形態

（ア～オに関しては複数回答）

項 目 回答数

専門の独立した教科と して教育してい る 20 

専門の独立した教科としては教育 していない ， 
ア 一般教投 （英語）の中で教えている (5) 

イ 実習先で教えている (2) 

ウ 他の教科の中で教えている (5) 

エ教えていない (3) 

オその他 (1) 

回答なし 1 
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立した教科として教育している学校は，2/3であ

る。それ以外の学校でも，様々な方法で，医学

用語を教育するように工夫している。

(2) 医学用語担当教員宛アンケート

講座名としては， 「医学用語」を採用してい

る学校か9校， 「医療用語」としている学校が

5校，その他 6校，無答 l校であっ た。この結

果から，医学用語が，独立した教科として確保

されているが，命名については，様々である こ

とがわかった。

履修学年については， 「1年次」が14校，

「2年次」が4校， 「1・ 2年」が2校，無答

1校であった。 他の医療専門科目履修のための

基礎科目として，理解を深めさせるために 1年

次に履修させているところが多いのではないか

と考えられる。

年間の授業時間数については次のとおりであ

る。 1回の授業時間は， 90分というところが12

校 (57.1%）と最も多かった。また， 1週間の

授業回数は，12校が週 1回であり ，年間授業回

数は，28-35回 (30回前後）の ところが 9校

と， 1年間通して教えていると ころか多い。年

間授業時間の合計は， 40-50時間のと ころが7

校 (33.3%） となる。医学用語に割り当てられ

ている時間をみると，他の教科と考え合わせて

みても，かなりの重点かおかれていることかわ

かる。

必修 ・選択の別については， 「必修」19校，

表 2 教員の専門 （医学用語担当教官）

「選択」 1校，無答 l校である。 「選択」と回

答している学校でも，自由記述部分から医療英

語や会話に力を入れている ことがわかった。

担当教員か「常勤」であるのは 9名， 「非常

勤」は14名，無答 1名であり ，非常勤講師が多

いことがわかる。 しかし，専門学校の現状から

考えて，常勤の教員が37.5％というのは，良い

数字であると考えられる。

教貝の専門については，表 2のとおりである。

英語系の専門をもつ教員よりも，非英語系で医

療系を専門としている教員の数が多い。このこ

とから，次の二つのことが考えられる。その一

つは，英語系の教員でも医学用語を教えられな

いことはないが，医学の知識かバックボーンと

してないと医学用語が教えにくいと考えられて

いる。今一つは，医療を専門とする教員によっ

て，ある種の権威付けが行われている ことが伺

える。

使用されているテキストについては，表 3の

とおりである。内容別にみると，word-building

方式のテキストを使用していると ころが最も多

かった。他のテキストは，用語集 ・リーダー・

医学常識などに分類されるが，それらを使用し

ているところでは，系統だった教え方をしてい

るのではなく ，個々の用語をばらばらに教えて

表3 使用テキストおよぴ教材

英
語

英 語・・・・・・•----------------•…---------------------2 

英語学·-------•…------------------------------------ l 

非

血液学…………•

英I療 1形成外科▲”……,
微生物学……”•▼•…

語

系

放射線・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..1 

薬理 ・ 薬理学 ・ 薬剤・・・・……………………•• 3 医 I
医学部教官……••

外科医 ・医師・・・・・・・・・・

◆争 •・ • ・ • ・ ・ • -l 

^ ＾ ^”◆ ・ • ・ • ◆ ◆ • 2 

＾争• → • ・ • 0 • • 1 

▲ ~ ＾ ^争・ • ▼ • ▼ ・ • * 1 

----・--・・・---1 

看護学................................................1 

:<i.l看護概論 ・解剖学生理学・医療秘書概論・--l 
示

診療録管理論・・・・・・

医療事務（医 ・歯）

ロ回答なし••••…•••••
◆ •—--·-·-··--- 1 

． ． ．~．．．”.．一争 --· 1 

．̂.．̂ ^  ^．..．,．. --l 

····•···· ······• 6 

苔 名 お よ ぴ 内 容

(word building) 

プログラム学習による医学用語の学び方 （医学苔院）． 8 

（用諾集）
テ
医学基礎教材7 医療用諾 （メヂカルフレンド社） . • 4 

看護カルテ用梧（金芳堂）．． ·•• 2 

人体の臨床用語集 （ユリシス出版社） ・・・・ I 

キ 殻新石護用語辞典（メヂカルフレンド社）- ··•·· •· 1 

（医学常諏）

からだの慟きと病気 （医学行院）．． ·••·• . 2 

新行護学（医学書院）． .• . I 

ス （リーダー）

Graded Reading and Conversation series for nurses（医
学苔院） 1 

卜 英語で学ぶ医学入門 （南江堂） ・] 

（そ の 他）

診療情報の管理 （医学苔院）． ·• ! 

医療用語，カルテの読み方 （日本医根教育財団） ·•• ] 

（参考苔）

そ 医学語源便覧 （医学図苔出版）

医学医語語源の基礎 （朝倉苔店）

の
医学ラテン語辞典 （南江堂）

医学用語学習指導害 （川崎医療短期大学）

（プリント ）

他 基礎医学用語 （解剖生理薬理疾患・検査），基礎看護用話等

簡単な医療英語．英会話
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いるのではないかと思われる。

講義で使用される副教材としては，サブテキ

スト及びプリントを使用していると ころが52.3

％となった。副教材を使用していないところは，

2校のみである。自由記述のアンケー ト結果と

併せて検討すると，これらは，テキストの不備

を補う働きと，テキストの学生に対する不適合

を補う働きの両方の意味をもつものと考えられ

る。他には， ビデオやテープなどの視聴覚教材

も使われていて，授業を活性化し，学生に効果

的な教育を行うために工夫が凝らされているこ

とが伺われる。

講義は， テキストを中心に説明を行い，適宜，

テストや副教材を使って進められている。そし

て，語梨の習得に加えて，次のような点が強調

されている。 〔（ ）内は件数〕

① 医学知識も加えて説明を行う 。 (5) 

② 発音を重視する。 (3) 

この他に， ドイツ語を併せて説明したり (2)'

医学用語の歴史 （1)'造語の仕組 （1)'略

語の説明 （1)なども行われている。

到達目標の設定についての回答は， 「（医療

秘書としての）基本的な医学用語がわかる」と

しているところが8件， 「幅広い医学用語の理

解」か4件， 「医療秘書検定合格」か3件であ

った。これをまとめてみると， 「医療秘書とし

て必要と考えられる基本的な用語をマスターす

る」ということになる。しかし，その基準は必

ずしも一定ではなく，個々の教師によ ってばら

つきがあるようである。また， 「医療秘書教育

全国協議会」に加盟している専門学校では，

「医療秘書検定試験」の合格を目標とした教育

がなされている。しかし，医療秘書検定試験の

内容を検討してみると，医学用語か直接出題さ

れることはなく，他の知識との関連性が重視さ

れているようである。

(3) 英語担当教員宛アンケート

「一般英語の中で医学用語を教えている」と

教務主任から回答のあった学校については，英

語の到達目標が，一般的な英語カ・英会話力の

養成，及び医学に関する甚礎的用語の習得と病

院での会話か可能であることと設定されている。

したがって，使用されるテキストの種類も，一

般英会話教本 ・医学用語の掲載されているテキ

スト・医学に関連した会話の教本と多種にわた

っている。学生は，それらのテキストを学習す

るうちに医学用語をマスターするよう試みられ

ている。

副教材の使用及び教授法については，医学用

語を専門教科としている学校から得られた結果

とほぼ同じである。

(4) 教育上の問題点

次に，教務主任及び医学用語及び英語担当教

員のコメントから教育上の問題点を分析してみ

たいと思う 。問題点を視点別に分けると次のよ

うになる。

l)教師の問題

・医学的な知識のある教師の不足。

• 音声面での教育のむずかしさ 。

• 他の医学専門教科との関連性。

・学生に医学用語をマスターさせるための十

分な時間かない。

• 他の学校での現状がわからない。

2)教材の問題

・教えるべき範囲が不明確である。

・医療秘書科用の用語基準がない。

・ふさわしいテキストがない。

内容の詳細なもの

用語構成，語源のわかるもの

3)学生の問題

・基本的な語棠力の不足。

・学力にばらつきがある。

・英語嫌いか定着している。

4)医療現場から生ずる問題

・診療録に記載される言語が， ドイツ語 ・ラ

テン語 ・英語の混用である状況。

・現場での用語との整合性。

・現場で使われている英語が必ずしも正しく

ない場合がある。

l)~ 3)の項目からは，①理想のテキストと

はどのようなものか （形態，内容），②医学用

語を教えるには， どのような教師が適している

のか （医師あるいは医療を専門とする者か，そ

れとも英語を専門とする者か）という問題が新

たに浮かぴ上かってくる。

4)の問題については，次のようなことが考え

られる。教育病院やチーム医療に重点を置いて

いる病院ては，共通の理解を得られるような記
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録方法を採用し，標準的な用語を使用している。

しかし，個人医院などで，医師一人が記録を見

る場合などでは，本人のみにわかる言語で記録

をとることか多くなるのではないだろうか。こ

のように，病 ・医院の規模，診療録の記入者や

診療録に対する意識が異なれば，使用する言語

が異なってくることが考えられる。診療録は，

公的な記緑であり，特に実習病院では，誰にも

わかりやす〈表現してある方が望ましいのは明

らかである。しかし，こういった混乱した状況

の中でも，基礎がしっかりと教育されていれば，

学生は自分で考え，理解することか可能である

と思われる。また，系統立った精密な教育を受

けた学生か医療に携わるようになれば，医学用

語の誤用や混乱が少なくなっていく 可能性もな

くはない。

医療秘書は医師の秘書である I1,12)。医師の仕

事を補佐するためには，医学的知識や特殊な用

語に関する知識が必要である。Nymanらは，

「診療所などで患者やその家族に最初に接する

のは，多くの場合秘書であり ，秘書は治療チー

ムの一員として期待されている。その場合，取

り扱う医学的領域の術語について熟知している

必要かある」と主張している 13)。

診療，研究用の資料収集，論文の執筆等を医

療秘書が補佐するためにも，医学用語の知識は

必須である。 「医療秘書先進国」アメリカの短

期大学の MedicalSecretaryのコースには，

"medical terminology"のクラスが必ずあり，

その到達目標は，machinetranscriptionであ

る12)-14)。アメリカでの medicalterminology 

は，母国語の範囲内であるが，我々の一連の研

究から，日本においても，診療録の症状 ・徴候

に関する記載については，圧倒的に英語・医学

用語の使用が多かったという結果が得られ，外

国語としての医学用語の知識をもつことの重要

性が判明している叫 また， Gotoは，現代の日

本において，英語の新しい医学用語を表現する

のに，漢字を使うよりも，カタカナを使ったり，

日本語の文章中でもオリジナルの英語を使うと

いう傾向か見られる， と述べている 15)0 

以上の点から，医療秘書の養成には，医学用

語の教育を欠くことができない。

今回のアンケートでも，医学用語は 「重要な」

科目として認識され，教師がそれぞれの条件の

中で工夫を1疑らしている ことがわかった。しか

し，その具体的な教育については各校とも模索

状態であることが浮び上かってきた。この混乱

の原因を考察すると次のこと が言える。

① 医学用語は体系としての学問ではなく，

現場のニーズ，あるいは専門教科で英語名

を教える上での派生的科目として生まれて

きた， まだ若い教科であるために，いわゆ

るtrainingの対象科目として扱われ，体系

的な educationとして確立していない。

② 教育目標が標準的に設定されていない。

③ 現場の影閣 （間違った用法，他の言語と

の混用など）を受けやすい。

④教育者自身の熟練度の問題，などであ

る。

これらの混乱について考察を加えるために，

我々は，ここで，医学用語教育の目的 ・方法に

ついて言及する必要かあるであろう 。

医療秘書の養成に適したテキスト ・教材とは，

どのようなものであろうか。第一に，そのカバ

ーすべき範囲について考えてみる。医療秘書を

目指す学生か在学している時点では，自分の上

司となる医師が何を専門とするかということは

まだわからない。 したかって，教育の目途とす

る範囲は，医学全体にわた って基礎的な用語に

限定しておかざるを得ない。換言すると ，基礎

教育の撤底か必要とされるわけである。

第二に，テキスト ・教材の内容について考え

てみる。林は 「現在は日本語 ・英語を常用語と

しているが 日本語か一般化してくると，学生

の外国語力が低下し，英語と日本語が随所に混

用され，語源を理解すれば連想される用語など

も，ただ表層的意味のみを追う傾向がある。用

語は， 日本語 ・外国語 （多〈は英語）で記述 ・

発音できることを学生と教員双方で確認し，は

っきりとした定義のもとに，共通用語として増

やしていかなければならない」と述べている 16)0

これは，医学部専門教育の授業についての言及

であるが，他の医療系の学科においても十分あ

てはまることだと考えられる。

ある医学用語担当の医師からは「現在のテキ

ストでは，医学用語の内容説明があまりに平易

簡略すぎる」という指摘もあった。しかし，①
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2年間という限られた時間の中での学習である

こと， ②前述のとおり専門とする分野が確定し

ていないこと， ③医学の専門分野を教えるので

はな〈，その言語を教えるのであること， など

の理由から，ただ医学用語を丸暗記させるだけ

でなく ，基本を確実に押さえ，かつ応用力がつ

〈ようにエ夫された言語学的視座に立ったテキ

ストか必要である。したがって，医学用語の語

源にも言及した，word-building方式のテキスト

か望ましいと考えられる。また，他の医療関連

科目で使用される用語との違いがあっては教育

効果か下かるので，標準化という点にも注意を

払わなければならない。併せて，医療現場では，

略語の使用が非常に多く，学生を困惑させる一

因になっているので，標準化されている略語に

関しては，体系的に教育できるように配慮しな

ければならない4）。また，音声面については， 正

しく発音し，聞き取ることができる応用能力を

養成する必要があるか，このためには，視聴覚

教材を併用して，繰り返し教育することが有効

な方法の一つであると思われる。学生の興味を

引き，かつ国際化に伴う現場のニーズに合わせ

るために，医学用語を含んだ英会話教材を利用

することが有用であろうことも考えられる。こ

の場合，専門の医学用語だけでなく，通常の英

語表現も併せて教えると，一層教育効果か上が

ると考えられる。

次に，医学用語を教育する教員について考え

てみたい。先に， 「医学用語を教えるには， ど

のような教師が適しているのか」という問題が

あることを指摘した。医療現場には特殊な用語

使用法かあるので，医学用語を教えるためには，

そういった知識にも精通している必要がある，

と我々は考えている。しかし，厳密に考えると，

ここで言う医学用語は英語の一分野であるので，

一般英語の全般的な知識もおろそかにはできな

いことは明らかである。よって，医学用語を教

えるには，英語 ・医学・医療現場の用語使用法

という 3つの分野についてバランスのとれた知

識をもっていなければならない。しかし，ここ

で重要なのは， 「医学用語」のクラスでは，医

学知識ではなく， languageを教えるのだという

認識と実践である。医師あるいは医療関係者で

はない，英語を専門とする者であ っても医学用

語を教えることのできる，教育体系を組み立て

る必要がある。系統立った教育から離れて，あ

まりにも現場重視主義になると，学生の医学用

語に対する基盤を危うくし，かえって混乱を招

くことが予想される。

医学のような日々進歩していく学問分野にお

いては，その進歩についていくために，応用の

きく 「理解力」を “education"によって養って

いかねばならない17)。これは，医学用語を教育し

ていく 上でも大切なことである。発展性のある

教育を行うためには，ただ “training"を行って

暗記させるだけでは不十分である， という こと

を教師は理解しておく必要があろう 。
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